コンピュータ リテラシ ノ キョウイク by 飯高 茂 & Iitaka Shigeru
巻　　　頭 言
巻　頭　言
コンピュータリテラシの教育
計算機センター運営委員長理学部教授飯高 茂
　コンピュータリテラシということばが日本に受け入れられるようになったのは，それほど昔の
事ではない。このことばの起源はもちろんアメリカにある。かの国ではComputer　Literacyとい
うハイスクールの教科書がある。わが国は1993年，すなわち今年から「情報基礎」という名前の
もとに，中学校にコンピュータリテラシの教育が取り入れられる事になった。情報基礎は技術家
庭の単元の1つで「木工」，「金工」などと同格である。これらから選んで学習すればいいのだ
から情報基礎は必修というわけではない。しかし，実際100％に近く情報基礎が教えられるよう
になった。技術家庭という教科のレーゾンデートルを主張せざるをえないことに気づいたのであ
る。
　ハイスクー一ルの教科書や情報基礎で教えられる内容を見てみると，ワープロ，表計算、さらに
各種のグラフの描きかたを学びコンピュータ通信でmai1の出しかたを覚え，その間にごく簡単な
コンピュータ言語（ふつうはBASIC，場合によってはPascalまたはLOGO）をやってプログラミン
グの体験をするというものである。どの段階でもこれらがリテラシ教育の内容である。1つの問
題点はこういった教育は本質的に技術教育であり，しつけの教育とすら言えるもので、学問の教
育とはいえないことであろう。教える方にとっては退屈でありながら極めて忙しい。気の毒なこ
とである。大学では学芸（リベラルアーツ）としてのリテラシ教育ができないものかを考えてみ
ると，教養科目を重視した戦後の大学教育のあり方が懐かしくなるのである。
　その昔はコンピュータリテラシとはカードを蓄えることであり，BASICのコマンドを覚えること
であった。今はより実務的になり学習しやすくなった。だがこれだけでは教える方にとっても教
えられる方にとっても十分な満足がえられない。
　BASICが簡単で覚えやすく実務にも十分使えることは周知の事実である。コンビ三一タの基礎
では絶対にPasca1で教えるべきだという強い信念の持ち主であるコンピュータ科学のさる大先生
は個人用の仕事にはBASICを愛用していた。簡単なBASICを実務用に教えることの教育的な意義
は依然としてあると思う。普通のリテラシ教育ではコンピュータの専門家の養成を考えない。そ
れなら，恥ずかしがらずにBASICを実務に使う教育をめざしてもよい。　BASICの心得があるだけ
で，オフィスワークの現場で省力化がはかれることが多い。このことが実感的にわかれば，その
人にはコンピュータリテラシがあるといえよう。
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